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火星を迎へて
遊星面課長　鉢山i英熟郎
　2年目毎に，極り文句だが，又“火星が近づく”．一昨年7月末，15年振りの
大接近を絡へてから將に2年2ケ月，今度は中秋の十月初旬の逢瀬を樂しみに，
日一日地球との距離を縮めてみる．
　正直に言って，一一ep隼の大接近は，職洲量感に比すれば多少恵まれてみたか
も知れないが，併し，勘く共本邦に封しては，火星は絶好の観測條件は與へて
訣れす，從って好結果を學げ得べき豫想は美事に覆されて，1939年度の協同観
測の記録は，量質共に好成績とは云へなかった．尤も，南阿ブル1ムフォンタイ
ンの天文墓に点て撮影されたスライファ博士の記録中の大牟は認め得たが，大シ
ルチスの西北部に出現したと云はれる小湖（渡邊恒夫氏は1937年度の甥衝にこ
れを認められて居り，目下スラィフ。博士に紹介中一天界237號参照）を見落した
事は，悪心駄の爲とは云ぴ乍ら大失態の一つであった．其理由は“火星の高度
不足”と云み一語に起きる……と云って過言でないと思ふ．
　黄道が最：も南天低く下った位置附近をウロウロした火星は，南：方地季線近く
の振回と，大氣の動揺とに，非常な妨害をされた結果，襯測時間の短縮と，シ
1イングの悪化を齎らしたのだった．豫想以上と云ふよりも，全く情けない檬
な像の動揺と朦鷹化とに，毎夜の如く切歯したのは筆者丈けではなかったらう・
併し乍ら，極力掃射（シ1イングの嚴撰と，口脛倍率の適當なる加減と）を講
じて，相當の牧獲を得る事が出來た事は，幸としなければならなV・．
　併し，愚痴は止して，吾人は今年の火星（恐らく1939年度の大接近以上の好
成績が期待される）についての心心準備を早急に考慮し，實擁しなければなら
ない．
　：先づ，今隼の火豊の暦を學げると下の如くである．郭ち；
趨鍛鷺：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：｝・94・年四月・8日
　　火星が近日黙を通過する日……・・…………・1941年八月4日
趨糊灘：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：｝・94・年九脚
　　火星が地球に最も近づく日……一・…・…・一1941年十月3日
　　近地黒占に於ける覗直脛……・一……………・22”．8
　　封　　　衝＿．＿．＿＿＿＿．＿＿＿＿＿……1941年十月10日
　　樹衝における火星の位置……………………α・・　lh7皿，δ＝十3。31’
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　　遡衝における火星の視薗：径…………・…・・……22！ノ6
　　樹衝に於ける火星像の中央緯度……………一19．945
　以上の暦で判る様に，今年は1939年度より以上に南赤日が地球へ向ふ事にな
り，三って，南二二特有の海と云はれる植物地帯の詳細は，より良く槻察され
得る筈である。一方，火星の三三は，地球の日付の四月17日に南七七が春分にな
るから，この頃から南極冠は徐々に溶解を初め，屠牛球の夏至である九月中旬
丁丁に殆んど見られなくなる筈で，北極冠（天三豊遠鏡裡には，像の下端）は北
牟球が見難い爲殆んど吾人の望遠鏡裡に姿を見せない事と豫想されるが，火
星北牟球の冬至である九月中旬以後は，北牟球の相當低緯度迄籏大した極冠が，
ごく僅か美しV・青白色を像の下端スレスレに現はすかも知れないから注意が肝
要であらう．但し，これは15糎以上の器械と熟練せる眼とを必要とする．
　南二二の植物地帯たる海は，南丁丁の春分から夏至に至るに從って釜・々その
青衣色を濃く表現するだらうが，年末に近付き，南牛球の秋分に近づくにつれ，
一部に於て心々二色乃至二色が見られるかも知れなV・．
　覗薩脛は，一昨年大接近の24．”1に比すると1！ノ3だけ小さくなるが，併し1937
年度の18．”4に比すると4．”4も大きく，大接近が，低室の爲，像の攣化を來た
したのに比すれば，』條件は上々で，筆者としては1939年度以上の槻測が日記る
事と期待してみる。
　恒例によって，櫨同観湖を行ふが，その開娘1畿七月畑，終γ豊†二月家とし，十
月3日の最接近を中心として，その前後3ケ月宛を協同観測期間とするが，年
末に近づくと二二，シiイング，環境共に適せぬ爲，記録の激減が回想されるか、
ら，氣候，シ1イング共に良好な五～六月の早暁の観測を二二されたい．飴談に
なるが，“天界”238號の大石辰次氏の太陽観測に於ける貴重な経験記録を一見
しても判る如く，本邦に於けるシ1イングは，六～七月に於て最良に回するか
ら火星に於ても，この好時期を逃さぬ様
にして頂き度い．
　衣に一言したいのは，口径と倍率の關
係である．火星槻測に於ける口径は，大英
天文協會B．A。A．の火星部の準均倍率か
ら見ても，亦火星観測のオ1ソリティたる
フィリップス師の言を引用しても，2δ糎が
その標準口径となってみる．これ以上大き
いものは，シ1■ングに封ずる感度が大
きく，以下だと，ディテ1ルの槍出と色彩
の観察に不足を來たす事となる．併し乍
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らこれを今本邦のアマチュアにそのまΣ當てはめ得るかどうかは疑問で，筆者
の～これ迄の経験によると，標準シlEングに於て8以上を得る凹凹に旨々たる
本邦の二流状態下に，適癒せぬ口樫を彊用しても良い結果を得る事は難しく，
寧ろ15～20糎級を活用する方が良くはなV・かと思考する事が出惜る．勿論標準
シitングが8に達すれば25回目30三級の解像力は，急激に増大して，15糎の
よく追丁し得ざる威であるが，6以下のシ1■ングとなると，25糎以上の望遠
鏡者は脾肉の嘆をかこたなくてはならない．
　13糎以下の口径は，火星表面ディテ1ルを解明する目的の爲には稽不足たるを
琵れす，この種の口径を以て，協同観測に御協力下さる方は，無理のない，極
冠と海洋部の観察に主力を注いで頂けば結構と思ふ．
　倍率は，口径に係はらす，恐らく3⑪0倍以上を使用し得る夜は激える程しか
なV・と豫想されるが，三二“糎1二10倍”程度が像を最：も明瞭にする．15糎におV・
ては，今少し高い13～15倍位使用せぬとディテ1ルには不足する．
　　　　　　　　　　　　ブイルタ　　　次に問題とするのは，三障の併用である．～これは，1937年度に於て相當使
用されたが，1939年慶は色彩スケ。チをやかましく云ったので，フィルタ1の事
は比較的粗にしてみたが，今回は色彩スケッチを正式に受理せぬ事（後述）にし
たから，デティ1ルの検出に，畏葬フ4ル鼻i豪礁究しで頂き古い．カ1ル・ツァイ
スでも火星観測用グラスとして黄燈色のフィルタ1を獲費してみる黒占から見て
も，相野の効果が得られるものである．爲三目の黄，榿，赤等のフィルタ1をユ
ニパ1サル・ホルダ1と・構する椹に入れ，アイピ1スのキヤ。プの後部に冠して
見れば良く，火星の黄榿色に封ずる，模様のコントラストが強化されて淡い模
様やキャナルが丁丁出來るのである。
　シ1イングのスケ1ル（階級）は，W．　H．ピケリング氏が火星観測に採用
した萬國共通のStandard　Scale　of　Seeing（標準シ1イング）を便用する事．こ
のスケ1ルにつV・ての詳細は，天界217號に詳記してあるし，憂光星・太陽・
遊星面の観測法と共に一冊の小書に纏めて‘二二手引一一木邊威麿・伊達英太
郎爾者執筆”として協禽事務所にある筈だから，これを参照されたい．
　街，標準シ｝・fングの決定に下り注意すべき事は，火星と同高度の恒星に依
って決定する事と，その恒星は，使用望遠鏡の口許の大小に依って適當に攣更
しなければならない事である．即ち，器械が10二級なれば，2～3等星位がヂフ
ラクシ。ン像を見るのに良いが，20～30二級には3等星でも明る過ぎ，4～6等星
を探用すべきで，15糎以上に1等星等使用するのは以ての外である．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ご今回は上記した如く，パステルや檜三等に依る色彩スケッチは翁理せぬ事とし
た．何となれば，火星表面の色彩をそのま玉，スケッチ用紙上に再現させる事は，
糟具，使用電燈，観測者の肉眼の感色性，望遠鏡（特に反射鏡に於ける鍍銀の
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憂色）の個性，地上の皆野等の諸因に依って絶封不可能と云って良い．故に不
確實な色彩スケッチは只，“趣味の書”としてのみ受理し，黒鉛筆（或は木炭，
一色のみの色鉛筆）のみのスケ。チを正式に受理する事にしたから御承知おき
願ひ度v・．．
　スケッチ用紙は，急報477號に護表された様に，資源愛護の立場から齪費と無
返還を防ぐ爲，今回より實費（1枚につき5銭）を頂く事にしたから御諒承願っ
て，兵庫縣川邊郡川西局置内雲雀丘　債達英太郎宛，予料（1G即戦3銭，以上10
枚を増す毎に3銭の割）を添付申込まれたい．伺，用紙は活魚稜行のものを利用
して頂く方が，使用者も整理者も共々便利だが，ハガキ型の書用紙に直樫7糎
の圓を争いて御使用になっても良い．
　報告は毎月末か，協同観測絡了後，纏めて上記伊達課長宛面付の事．
　火星面の毎日の中央経度及（ω）中央緯度（ψ）等は，七月の急報から連載す
る．
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